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本日、無事に１学期終了を迎えました。子どもたちが元気に終業式を迎えられたことが何よりうれしく思い

ます。これも、保護者の皆様や地域の皆様の多くのご支援とご協力のおかげだと感謝しております。 

さて、いよいよ明日より夏休みに入ります。今年度の夏休みは３８日間です。時間的に余裕のある夏休みだ

からこそ、各自で何か継続的に挑戦できることを決め、最後までやり切れたという達成感を味わってもらいた

いと思います。ご家庭でも、どうぞお力添えをお願いいたします。 

今日、子どもたちは担任から受け取った「通知票」を持ち帰りました。子どもたちは、「よくできる」や

「できる」がいくつあった、良かった、悪かったとみてしまいがちです。保護者の皆さまには、どの教科でど

んな力を発揮したのか、頑張ったのかなど、ぜひお子さんの努力の様子をいっしょに確認していただければと

思います。そして、努力したことや頑張ったことをうんと褒めてあげてください。たくさん褒められた子ども

は、きっと人の良さにも気づき、人を認めることができる子どもに育っていくと思います。「通知票」をお子

さんがよりよく伸びるための励ましの材料にしていただけることを願っています。 
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町別集会 ７月１６日(水) 

今回の町別集会では、夏休みをむかえる前に改めて通学時の登下校の安全確認をしました。また、その後

は、集団下校をしました。帰り道では、オレンジの上着を着た見守り隊の方が、 

下校する子どもたちに声をかけてくださっていました。子どもたちから気持ちの 

良い挨拶が聞かれました。 

登下校の道すがら、「子ども 110番のいえ」があります。これから不審なことや 

危険なことがあった場合は、学校や警察、そしてこども 110番のいえにも助けを 

求めるなど、安全に過ごせるようにしてほしいと思います。 

☆お知らせ☆ 
８月の預り金集金はありません。次回は、９月１０日の予定です。詳細は学校だより９月号でお知らせい

たします。 

特別号 

6年 着衣水泳 7月 16日（水） 

７月１６日（水）、６年生を対象に「着衣水泳」の学習を行いました。この学習では、万が一水の事

故に遭遇した際に備え、服を着たまま水に入ることで「動きにくさ」や「浮き方の工夫」を体験しまし

た。子どもたちは、服を着ていると動きづらくなることを実感し、むやみに動くのではなく、まずは落

ち着いて呼吸ができる姿勢――「仰向けで浮くこと」の大切さを学びました。 

また、水の事故が目の前で起きた場合の対処法についても学習しました。バケツやペットボトル、ホ

ース、ロープなど身近な道具を使った救助方法を知り、それらが命を守る手段になることを理解しまし

た。子どもたちは真剣な表情で取り組みながらも、友達と協力し、安全に楽しく学習を終えることがで

きました。 

 この体験を通して、水辺での安全意識を高めるとともに、万が一の際に落ち着いて行動できる力を育

むことができました。 

ご家庭でも、水の事故防止についてぜひ話し合っていただければと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

夢をもち 未来を創る 子どもの育成 

～考え 判断し 実行する～ 


